
徳
川
昭
武
公
の
『
順
天
堂
入
院
日
誌
」
は
、
明
治
四
十
一
年
二

月
二
日
の
入
院
か
ら
同
年
三
月
三
十
一
日
の
退
院
ま
で
の
記
録

で
、
縦
二
十
四
セ
ン
チ
、
横
三
十
八
セ
ン
チ
の
美
濃
紙
に
、
小
梅

徳
川
家
と
印
刷
さ
れ
た
罫
紙
二
十
七
枚
に
筆
で
書
か
れ
て
い
る
。

用
紙
を
二
折
し
て
表
紙
に
は
朱
で
花
押
を
入
れ
、
紙
コ
ョ
リ
で
綴

じ
て
い
る
。

内
容
は
、
ま
ず
入
院
ま
で
の
経
過
が
前
書
き
と
し
て
記
さ
れ
、

本
文
は
二
月
二
日
か
ら
書
き
は
じ
め
て
い
る
。

〃
二
月
二
日
晴

千
葉
県
松
戸
市
の
戸
定
（
と
じ
よ
う
）
歴
史
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い

る
徳
川
昭
武
公
直
筆
の
『
順
天
堂
入
院
日
誌
」
を
拝
見
さ
せ
て
い

た
だ
き
研
究
の
機
会
を
与
え
ら
れ
た
の
で
葱
に
概
説
を
試
み
る
。

42

徳
川
昭
武
公
の
「
順
天
堂
入
院
日
誌
」

に
つ
い
て
（
第
一
報
）

中
西
淳
朗

午
後
一
時
過
発
邸
、
順
天
堂
医
院
二
入
り
階
下
矛
十
七
号
ヲ
居

室
、
同
十
六
号
ヲ
附
添
人
控
室
ト
ナ
ス
、
本
日
ハ
根
本
進
随
從
セ
リ
“

二
月
三
日
以
降
は
、
天
気
の
他
、
容
体
、
診
察
、
処
法
、
来
客
、

記
事
に
区
分
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
手
術
を
う
け
た
三
月
四
日
の
内
容
は
、
家
令
と
思
わ

れ
る
福
原
氏
が
医
師
か
ら
の
聞
き
書
き
を
作
り
、
後
に
記
入
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
「
入
院
日
誌
』
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
須
見
裕

氏
が
中
公
新
書
の
『
徳
川
昭
武
Ｉ
万
博
殿
様
一
代
記
」
に
略
記

し
て
い
る
が
、
須
見
氏
に
少
々
思
い
ち
が
い
が
認
め
ら
れ
る
の
で
、

コ
メ
ン
ト
を
加
え
て
お
く
。

第
一
に
、
須
見
氏
は
「
日
記
」
と
書
い
て
い
る
が
、
「
日
誌
」
に

統
一
し
た
い
。
第
二
に
、
攝
護
腺
（
前
立
腺
）
の
腫
脹
に
も
と
づ
く

血
尿
で
入
院
し
た
の
に
、
途
中
で
特
発
性
腎
出
血
と
診
断
が
変
り
、

右
腎
臓
別
手
術
後
は
腎
孟
の
乳
噴
腫
症
と
変
っ
た
こ
と
か
ら
、
〃
こ

の
診
断
は
、
現
在
で
は
違
っ
た
診
方
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
〃
と

書
い
て
い
る
。
こ
の
意
見
は
昭
武
公
の
孫
娘
の
夫
・
徳
川
博
武
氏

（
昭
和
十
一
年
慶
医
卒
、
病
理
学
を
専
攻
し
た
内
科
医
・
昭
和
六
十
一
年

死
去
）
の
考
え
方
に
従
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
ち
ょ
っ
と
歯
切
れ
が
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亜
心
い
Ｏ

入
院
カ
ル
テ
が
関
東
大
震
災
で
焼
失
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
『
入

院
日
誌
」
か
ら
思
推
し
て
み
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

今
日
い
う
と
こ
ろ
の
前
立
腺
肥
大
症
で
は
、
急
激
な
腫
大
に
よ

る
粘
膜
か
ら
の
出
血
（
肉
眼
的
血
尿
）
を
初
発
症
状
と
す
る
例
が
稀

だ
が
存
在
す
る
。
従
っ
て
、
昭
武
公
の
場
合
、
入
院
当
初
か
ら
前

立
腺
に
こ
だ
わ
り
過
ぎ
た
様
で
あ
る
。
ま
た
、
臨
床
的
に
「
特
発

性
」
と
い
う
時
は
原
因
が
良
く
わ
か
ら
な
い
と
い
う
意
味
で
用
い

る
の
で
、
副
立
標
本
で
乳
噛
腫
症
と
病
名
が
変
っ
て
も
、
レ
ン
ト

ゲ
ン
線
検
査
法
の
未
発
達
な
時
代
で
は
当
然
で
あ
る
。

主
治
医
の
阿
久
津
三
郎
は
、
日
本
の
泌
尿
器
外
科
の
草
分
け
で
、

明
治
三
十
九
年
ま
で
（
順
天
堂
医
院
に
迎
え
ら
れ
る
ま
で
）
に
二
十
例

の
腎
臓
別
手
術
を
行
っ
て
お
り
、
当
時
で
は
驚
異
に
値
す
る
例
数

で
あ
っ
た
。
患
者
は
全
国
か
ら
集
っ
た
と
い
う
。

昭
武
公
は
、
順
天
堂
医
院
の
医
員
諸
氏
殊
に
阿
久
津
医
師
に
深

謝
し
て
退
院
し
た
。
公
は
大
の
写
真
好
き
で
あ
っ
た
の
で
、
術
後

第
十
四
日
か
ら
退
院
ま
で
の
十
日
間
に
、
看
護
婦
、
副
婦
長
、
院

内
風
景
、
阿
久
津
医
師
な
ど
九
枚
の
写
真
を
撮
っ
て
い
る
。

腎
孟
の
乳
噴
腫
症
は
、
現
代
で
は
乳
頭
腫
症
と
呼
び
、
上
部
尿

路
の
多
発
性
移
行
上
皮
癌
と
さ
れ
て
い
る
。
タ
バ
コ
も
好
ま
れ
た

昭
武
公
の
初
診
時
の
一
般
全
身
状
態
は
、
日
本
癌
治
療
学
会
基
準

で
は
グ
レ
ー
ド
ー
（
軽
度
の
症
状
が
あ
る
が
、
歩
行
や
坐
業
は
で
き
る
）

で
、
手
術
時
の
臨
床
病
期
は
、
日
本
泌
尿
器
科
学
会
並
に
日
本
病

理
学
会
編
の
「
腎
孟
・
尿
管
癌
取
扱
い
規
約
・
平
成
二
年
」
に
従

う
と
、
ス
テ
ー
ジ
Ⅱ
以
上
（
リ
ン
パ
節
や
遠
隔
臓
器
へ
の
転
移
は
不
明

確
だ
が
、
癌
細
胞
は
粘
膜
下
か
ら
筋
層
に
達
し
て
い
る
ｌ
手
術
時
間

四
十
分
か
ら
の
推
定
）
と
考
え
ら
れ
る
。
佐
藤
佐
副
院
長
が
執
筆
し

た
二
年
後
の
「
御
容
態
言
」
ら
類
推
す
る
と
、
公
の
死
因
は
、
肺

転
移
に
併
発
し
た
気
管
支
肺
炎
と
な
ろ
う
。
前
立
腺
肥
大
症
は
無

症
候
期
の
も
の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
考
え
る
。
徳
川
昭
武
公
は
臨

床
上
非
常
に
稀
な
癌
で
死
去
さ
れ
た
・
享
年
五
十
六
歳
で
あ
っ
た
。

（
横
浜
市
・
中
西
医
院
）

(113)265


